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KDR バンコク特電： 
中国船舶工業公司は、バンコクで初めてシリーズ化された潜水艦の展示会を行

った。その中に 2600 トン級の S-26T 型が含まれ、現在タイ国は、1 艘の輸入契

約に署名し、1＋1 の輸入については保留としている。同公司によると、S-26T
に対して、エジプト、UAE、アルジェリア、バングラディッシュ、ベネズエラ、

ミャンマー等が興味を示しているという。 
初めて展示されたその他の潜水艦には：1100 トン級、600 トン級、200 トン級

がある。外観は、2200 トン級の S-26T と比べると、この 3 種の潜水艦の外形は

大きく変化している。ドイツ製潜水艦に似ているのである。 
タイ国海軍の消息筋は KDR に次のように述べた：最初の S-26T を受領するの

は、予算の関係で 2023 年になる。2 艘目の契約はいつになるか？予算配分によ

って決まる。しかし指揮官クラスを含む海軍内の潜水艦派は、多数がドイツに

留学しており、現在、依然としてドイツ製潜水艦シミュレーターを使用して訓

練している状況だ。したがって、海軍内部及び潜水艦部隊の多数派は：最初の

中国製潜水艦を受領したのち、まず訓練に使って性能を見た上で、改めて次の

購入計画を決定したらよいと考えている、と。 
S-26Tの正確な排水量は2550トン、AIP技術を採用した航程は768海里であり、

最大航程は 8000 海里である。最大連続潜航時間は 20 日である。電池に 80%依

存した航程は 260 海里である。最大潜航深度は 300M であり、乗員は 38 名であ

る。航続時間（ENDURANCE）は 65 昼夜である。寿命は 25 年。長さは 77.7M。

最大速度 17 ノット。6 個の密封船室がある。側翼ソナー（FLANK SONAR 
ARRAY）を装備する。 
S-26T は一種の潜水艦発射対艦ミサイルを搭載する。またこのミサイルを対地

攻撃ミサイルに改良することもできる。 
S-27T は中国海軍の”元”型潜水艦の輸出型らしい。パキスタンは同型艦を 6
艘輸入した。現在は、2 つの国家だけが 26T を使用している。KDR がシンガポ

ールのシャングリラ会議で獲得した確かな情報は次の通り：中国は、ミャンマ

ー海軍に対し 26T 或いはその他の型の潜水艦を売り込んでいる、と。 

中国は、タイ国はじめ、潜水艦後発国に小型潜水艦を売り込んでいます。 

タイ国は戦後初の潜水艦（元クラス）を中国から購入しようとしています。 

潜水艦乗員訓練はドイツ方式で行ってきており、海軍内部も潜水艦部隊も中国

製潜水艦の導入には不安があるようです。 

中国海軍は、台湾に対する小型潜水艦を使ったコマンドー作戦の研究も行って

いるようです。
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1100 トン以下の潜水艦設計はすでに完了し、注文があれば生産する。KDR の

取材の結果わかったことは：現在湾岸諸国の中には、確かに 1100 トン前後の潜

水艦の需要がある。 
中国が売り込んでいる 1100 トン潜水艦の長さは 60M、単殼構造であり、中国

潜水艦の中では最初の単殼構造潜水艦である。このことは、中国の潜水艦設計

がソ連の設計方式を放棄し始めたことを意味している。最大速度は 15 ノットで

ある。また AIP 技術を採用、潜航による航程は 800 海里、最大航程は 3000 海

里である。最大深度は 200M。乗員は 18 名である。航続時間（ENDURANCE）

は 30 昼夜である。武器は対艦ミサイルを含む。 
600 トン級の潜水艦も AIP 技術を採用している。航程は 400 海里。最大深度

200M。乗員 15 名。水中最大速度 15 ノット。水上速度 9 ノット。全長 50M。

最大航程 2000 海里である。消息筋によると、中国はこのタイプの潜水艦をタイ

国に売り込んでいるという。 
初めて潜水艦を使用する国の多くは、通常 1000 トン以下の潜水艦を好む。600
トン級の潜水艦を訓練に使う。600 トン級の潜水艦もまた水中から対艦ミサイル

を発射することができる。 
現在、中国製のこれらの潜水艦と競合するのはロシアの AMUR 1600 及び

AMUR 950 トン潜水艦である。まだ輸出はされていない。中国の AIP 技術は実

際の運用段階に入ったようだ。 
200 トンの潜水艦は、主として特殊な作戦に使用する。海軍ダイバーの運搬や救

難に使う。KDR は、中国海軍が編集した多くの文献を読んだ。それらの文献は、

小型潜水艦を使って、如何にして渡海特殊作戦を行うかを課題研究にしていた。

多くの論文は、軍港や指揮系統を破壊するための、或いは機雷敷設のための、

超小型或いは商用潜水艦を使った、特殊部隊の渡海作戦を論じていた。 
中国は、50 乃至 200 トンの商用潜水艦を大量に生産した。 
200 トンの潜水艦は、全長 30M、最大速度 8 ノット、連続潜航距離 120 海里、

最大航程 1500 海里である。最大深度 200M。乗員 6 名。一度に 8 名の特殊部隊

隊員を運ぶことが出来る。航続時間（ENDURANCE）は 15 昼夜。2 個の魚雷

発射管を有し、水中発射対艦ミサイルを発射できる。またパッシブソナーを装

備し、機雷敷設も可能である。 
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